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学部担当科目
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・社会学基礎
・量的分析法
・社会調査実習（一）
・演習Ⅰ～Ⅳ
・社会調査法
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取得学位

日本社会学会、日本行動計量学会、経済社会学会、American Sociological Association.

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

Department of Sociology, the University of Chicago.

Ph.D.

社会学、社会調査論、社会学方法論、職業社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①30～32年度文部科学省科学研究費（基盤研究B）『内閣府世論調査の測定誤差の研究』（課題番号
18H00940）研究代表者
②2019年度日本行動計量学会学術図書出版賞（杉山明子賞）受賞
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専門分野
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　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合社会学科主任、社会調査協会連絡責任者、入試委員会委員、大学院委員会委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
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